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「
北
総
台
地
の
防
災
力
強
化
を

推
進
す
る
協
議
会
」
を
発
足

　
地
盤
が
強
固
と
さ
れ
る
北
総
台
地

に
位
置
す
る
、
印
西
市
、
白
井
市
お

よ
び
鎌
ケ
谷
市
の
3
市
と
海
上
自
衛

隊
下
総
基
地（
オ
ブ
ザ
ー
バ
ー
参
加
）

が
連
携
し
、
災
害
に
強
い
ま
ち
づ
く

り
を
推
進
し
て
い
く
た
め
、
去
る
1

月
　
日
に
協
議
会
を
発
足
し
ま
し
た
。
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今
後
、
下
総
基
地
な
ど
の
助
言
を

得
て
、
大
規
模
災
害
時
の
相
互
支
援

や
、
災
害
時
の
緊
急
物
資
輸
送
路
と

な
る
国
道
4
6
4
号
の
安
全
確
保
へ

の
協
力
、
北
総
線
が
ス
ト
ッ
プ
し
た

場
合
の
利
用
者
へ
の
支
援
な
ど
、
防

災
力
強
化
を
推
進
す
る
た
め
の
施
策

に
つ
い
て
検
討
を
行
い
、
さ
ら
に
防

災
体
制
の
強
化
を
図
り
ま
す
。

■問 
防
災
課
防
災
班
（
緯
内
線
4
5
1

～
4
5
4
）。
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大
規
模
災
害
が
発
生
し
た
場
合
、

市
や
防
災
関
係
機
関
は
全
力
を
あ
げ
、

被
害
の
拡
大
防
止
に
努
め
ま
す
が
、

す
ぐ
に
対
応
が
困
難
な
場
合
が
あ
り

ま
す
。
自
分
の
身
は
自
分
で
守
る

（
自
助
）、
自
分
た
ち
の
地
域
は
自
分

た
ち
で
守
る
（
共
助
）
の
心
構
え
で
、

普
段
か
ら
家
族
で
防
災
に
つ
い
て
話

し
合
っ
た
り
、
地
域
の
自
主
的
な
防

災
活
動
な
ど
に
も
積
極
的
に
参
加
し
、

災
害
に
備
え
ま
し
ょ
う
。

怯
日
ご
ろ
か
ら
で
き
る
こ
と

　
大
規
模
災
害
の
発
生
直
後
は
、
救

援
物
資
が
届
く
ま
で
に
は
3
日
か
か

る
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
災
害
時
に

備
え
て
準
備
し
て
お
く
も
の
は
、
家

族
構
成
を
考
え
て
必
要
数
を
用
意
し
、

非
常
持
出
品
は
リ
ュ
ッ
ク
サ
ッ
ク
な

ど
に
入
れ
て
、
避
難
時
に
す
ぐ
取
り

出
せ
る
場
所
に
保
管
し
て
お
き
ま

し
ょ
う
。

【
非
常
持
出
品
】

▼
懐
中
電
灯
（
予
備
の
電
池
と
電
球

も
▼
携
帯
ラ
ジ
オ
▼
救
急
医
薬
品
・

常
備
薬
・
お
く
す
り
手
帳
▼
非
常

食
・
飲
料
水
▼
現
金
・
貴
重
品
（
預

金
通
帳
、
印
鑑
、
健
康
保
険
証
な

ど
）
▼
ヘ
ル
メ
ッ
ト
・
軍
手
・
タ
オ

対
応
を
心
掛
け
ま
し
ょ
う
。

○伺 
む
や
み
に
移
動
を
開
始
し
な
い

煙
自
分
の
身
の
安
全
を
確
保
す
る
。

煙
慌
て
て
移
動
を
開
始
し
な
い
。

煙
家
族
・
自
宅
の
無
事
を
確
認
す
る
。

煙
交
通
機
関
の
情
報
や
道
路
の
被
害

状
況
な
ど
を
確
認
す
る
。

煙
周
囲
の
状
況
に
応
じ
て
、
安
全
を

最
優
先
に
行
動
す
る
。

○伺 
安
全
な
徒
歩
帰
宅
の
た
め
に

煙
携
帯
ラ
ジ
オ
や
地
図
を
持
ち
歩
く
。

煙
職
場
な
ど
に
歩
き
や
す
い
ス
ニ
ー

カ
ー
や
懐
中
電
灯
、
手
袋
、
飲
料
水

や
食
糧
な
ど
を
用
意
す
る
。

煙
事
前
に
発
災
時
の
安
否
確
認
の
方

法
や
集
合
場
所
を
家
族
で
話
し
合
う
。

煙
徒
歩
や
バ
ス
に
よ
り
帰
宅
経
路
の

状
況
を
確
認
す
る
。

煙
コ
ン
ビ
ニ
や
ガ
ソ
リ
ン
ス
タ
ン
ド

な
ど
を
確
認
す
る
。

※
千
葉
県
や
九
都
県
市
で
は
コ
ン
ビ

ニ
や
ガ
ソ
リ
ン
ス
タ
ン
ド
と
徒
歩
帰

宅
支
援
協
定
を
締
結
し
、
水
道
水
、

ト
イ
レ
や
交
通
情
報
な
ど
を
可
能
な

範
囲
で
提
供
し
て
い
た
だ
け
ま
す
。

ル
・
着
替
え
（
上
着
・
下
着
）。

※
そ
の
ほ
か
…
携
帯
電
話
充
電
器
、

ラ
イ
タ
ー
（
マ
ッ
チ
）、
ろ
う
そ
く
、

ナ
イ
フ
、
缶
切
り
、
ビ
ニ
ー
ル
袋
、

テ
ィ
ッ
シ
 ュ
、
ウ
ェ
ッ
ト
テ
ィ
ッ

シ
ュ
、
ビ
ニ
ー
ル
シ
ー
ト
、
生
理
用

品
な
ど
。
乳
幼
児
や
高
齢
者
が
い
る

場
合
は
、
ほ
乳
瓶
、
紙
お
む
つ
な
ど

も
準
備
。

【
災
害
用
備
蓄
品
】

胸
食
料
…
缶
詰
、
レ
ト
ル
ト
食
品
、

カ
ッ
プ
麺
、
栄
養
補
助
食
品
な
ど
。

胸
水
…
一
人
1
日
3
渥
を
目
安
に
3

日
分
の
備
蓄
を
。
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
、

ポ
リ
タ
ン
ク
へ
の
汲
み
水
の
ほ
か
、

風
呂
の
水
を
次
に
入
る
ま
で
残
し
て

お
く
習
慣
を
つ
け
る
と
、
生
活
用
水

と
し
て
利
用
で
き
ま
す
。

胸
生
活
用
品
…
カ
セ
ッ
ト
コ
ン
ロ
と

予
備
の
ガ
ス
ボ
ン
ベ
、
毛
布
、
衣
類
、

洗
面
用
具
、
マ
ス
ク
、
ト
イ
レ
ッ
ト

ペ
ー
パ
ー
、
使
い
捨
て
カ
イ
ロ
、

キ
ッ
チ
ン
用
ラ
ッ
プ
な
ど
。

怯
災
害
発
生
時
の
心
得

　
職
場
や
学
校
、
外
出
先
な
ど
で
、

大
規
模
な
災
害
が
発
生
し
た
際
、
帰

宅
困
難
者
が
多
数
発
生
し
ま
す
。

　
こ
う
し
た
場
合
は
、
次
の
よ
う
な

 自
助
・
共
助
の
心
構
え
で
災
害
対
策
を

　市 内 の
JRC（Junior 
Red Cross
＝ 青少年赤
十字 ）加盟校
の一つであ
る木刈中学
校で、去る2月25日に「防災学習会」が開かれ、赤十字
広報特使である、女優の藤原紀香さんが来校しました。
　藤原さんは生徒たちと「災害時に毛布でガウンを作
る方法」に参加。折り方を勉強した後、体育館で自らの
体験報告「私のボランティア活動」を講演しました。「デ
ビュー前に阪神・淡路大震災で被災し、避難所生活で経
験した人と人との絆が、ボランティアを始めたきっか
け」と語った藤原さん。東日本大震災後、東北で炊き出
しを行うなど日本赤十字社と協力し活動していました。
　講演の中で藤原さんは　「一人ひとりの想いは小さ
くても、強く想えば必ず伝わる。そうした想いをつない
で、平和な世界を築いてほしい」と生徒たちにメッセー
ジを送りました。

赤十字広報特使 藤原紀香さんが木刈中へ

生徒たちとともに学ぶ藤原紀香さ生徒たちとともに学ぶ藤原紀香さんん（右）（右）

　
去
る
1
月
　
日
、
広
島

20

県
で
開
催
さ
れ
た
「
天
皇

杯
第
　
回
全
国
男
子
駅
伝
」
に
、
羽

18

生
拓
矢
さ
ん
（
印
西
中
3
年
）
が
千

葉
県
代
表
と
し
て
出
場
。
第
2
区

（
中
学
生
3
・
0
㎞
区
間
）
を
任
さ
れ

た
羽
生
さ
ん
は
5
位
で
た
す
き
を
受

 羽生拓矢さん
（印西中3年）

 天
皇
杯
第
　
回
全
国
男
子
駅
伝
で
力
走

18

 ク
リ
ー
ン
ロ
ー
ド
、千
葉
ト
ヨ
タ
自
動
車
㈱
が

「
道
路
功
労
者
表
彰
」を
受
賞
 

　毎日、出されるごみも捨てればごみ、分けれ
ば資源、心がけしだいでどちらにもなります。
　また、生活していくうえで、ごみを全く無く
すことはできませんが、減らすことはできます。
そのために家庭でできることは何でしょう。
茨食料品などは必要な量だけ購入する。
芋生ごみの水切りを徹底する。
鰯レジ袋や割りばしは、必要な分を受け取る。
允詰め替え商品を活用する。
印不用になった物は、リサイクルショップを利
　用する。
　以上の方法は、それぞれの減量効果は小さい
ものですが、多くのみなさんの一つひとつの積
み重ねにより確実に大きなごみの減量化につな
がります。
　今後も、各家庭で実践できるごみの減量化に
ご協力をお願いします。
■問 クリーン推進課クリーン推進班（緯内線３８１）。

ごみの分別大事典シリーズ閏

ごみの減量はできることから
実践しましょう外 

プ
ン
し
た
平
成
　
年
か
ら
今
日
ま
で

11

の
多
年
に
わ
た
っ
て
、
国
道
4
6
4

号
沿
い
の
植
樹
帯
の
除
草
や
花
植
え

な
ど
の
美
化
活
動
を
行
っ
て
い
る
こ

と
が
評
価
さ
れ
ま
し
た
。

　
そ
の
活
動
は
、
店
舗
が
立
地
し
て

い
る
千
葉
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
印
西
牧
の

原
地
区
や
市
内
の
主
要
幹
線
道
路
で

も
あ
る
国
道
4
6
4
号
の
美
観
向
上

に
貢
献
し
、
ひ
い
て
は
印
西
市
の
イ

メ
ー
ジ
ア
ッ
プ
に
も
つ
な
が
っ
て
い

ま
す
。

　
去
る
2
月
　
日
、
平
成
　
年
度
道

27

24

路
功
労
者
と
し
て
市
内
か
ら
2
団
体

が
表
彰
を
受
け
ま
し
た
。

　
千
葉
県
知
事
感
謝
状
の
表
彰
を
受

け
た
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
ク
リ
ー
ン

ロ
ー
ド
は
、
平
成
7
年
か
ら
今
日
ま

で
の
多
年
に
わ
た
っ
て
、
国
道
3
5

6
号
や
県
道
沿
い
の
除
草
、
ご
み
拾

い
な
ど
の
活
動
を
広
範
囲
に
行
っ
て

い
る
こ
と
が
評
価
さ
れ
ま
し
た
。

　
ク
リ
ー
ン
ロ
ー
ド
は
、
子
ど
も
た

ち
が
通
学
路
と
し
て
利
用
し
て
い
る

道
路
の
環
境
を
整
備
し
、
安
全
に
通

学
で
き
る
よ
う
願
っ
て
組
織
さ
れ
、

昨
今
の
子
ど
も
た
ち
を
巻
き
込
ん
だ

痛
ま
し
い
交
通
事
故
が
発
生
し
て
い

る
現
状
で
は
、
そ
の
活
動
が
子
ど
も

た
ち
の
安
全
の
一
翼
を
担
い
、
今
後

も
継
続
的
な
活
動
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

　
千
葉
県
道
路
協
会
長
賞
の
表
彰
を

受
け
た
千
葉
ト
ヨ
タ
自
動
車
㈱
千
葉

ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
店
は
、
店
舗
が
オ
ー

　
昨
年
1
月
～
　
月
末
に
市
内
で
、

12

2
2
2
件
の
自
転
車
盗
難
が
発
生
し

ま
し
た
。
今
年
も
1
月
～
2
月
　
日
20

の
間
に
　
件
発
生
し
て
い
ま
す
。

31

　
次
に
紹
介
す
る
対
策
を
施
し
、
自

転
車
の
盗
難
に
遭
わ
な
い
よ
う
気
を

付
け
ま
し
ょ
う
。

▼
鍵
は
二
重
ロ
ッ
ク
…
標
準
の

鍵
と
は
別
に
、
ワ
イ
ヤ
ー
式
の
頑
丈

な
も
の
で
2
カ
所
以
上
ロ
ッ
ク
す
る
。

ま
た
、
自
転
車
を
離
れ
る
時
は
、
短

時
間
で
も
必
ず
施
錠
す
る
。

▼
路
上
駐
車
は
し
な
い
…
路
上

駐
車
は
や
め
、
決
め
ら
れ
た
自
転
車

駐
車
場
に
停
め
る
。

自
転
車
の
盗
難
対
策
を
し
ま
し
ょ

 自
転
車
の
盗
難
対
策
を
し
ま
し
ょ
うう

▼
防
犯
登
録
・
記
名
を
す
る
…

自
転
車
防
犯
登
録
は
、
乗
り
捨
て
ら

れ
た
場
合
な
ど
の
早
期
返
還
に
役
立

ち
ま
す
。
ま
た
、
記
名
が
あ
れ
ば
、

自
転
車
が
手
元
に
か
え
っ
て
く
る
可

能
性
が
ア
ッ
プ
し
ま
す
。
防
犯
登
録

は
、
1
台
5
0
0
円
で
防
犯
登
録
取

扱
店
の
ス
テ
ッ
カ
ー
の
張
っ
て
あ
る

自
転
車
販
売
店
、
ホ
ー
ム
セ
ン
タ
ー

な
ど
で
取
り
扱
っ
て
い
ま
す
。

※
盗
難
に
あ
っ
た
ら
、
す
み
や
か
に

最
寄
り
の
警
察
署
・
交
番
に
被
害
届

出
を
し
ま
し
ょ
う
。

■問 
市
民
安
全
課
安
全
パ
ト
ロ
ー
ル
班

（
緯
内
線
7
1
3
）。

表彰状を手にするクリーンロード表彰状を手にするクリーンロードのの
齊藤敏男代齊藤敏男代表表（左）（左）と千葉トヨタ自と千葉トヨタ自動動
車㈱千葉ニュータウン支店車㈱千葉ニュータウン支店のの
豊田好夫執行役豊田好夫執行役員員

け
る
と
、
積
極
的
な
走
り
で
先
頭
争

い
を
繰
り
広
げ
、
2
位
に
順
位
を
上

げ
て
3
区
へ
た
す
き
を
つ
な
ぎ
、
千

葉
県
の
5
位
入
賞
に
貢
献
し
ま
し
た
。

　
中
距
離
で
は
県
内
敵
な
し
の
羽
生

さ
ん
。
高
校
で
の
活
躍
が
期
待
さ
れ

ま
す
。



■時 
日
時
　
■場 
会
場
　
■内 
内
容
　
■対 
対
象
　
■定 
定
員
　
■費 
参
加
費
　
■申 
申
し
込
み
　
■問 
問
い
合
わ
せ
　
■ＨＰ 
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
　
■メール 
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
　
■他 
そ
の
ほ
か
　
■携 
携
帯
電
話

印西市役所緯碓42 5111　■ＨＰ http://www.city.inzai.chiba.jp

凡
例

ま
ち
、
豊
か
な
地
域
社
会
に
す
る
た

め
に
活
動
し
た
団
体
が
、
1
年
の
成

果
を
発
表
し
ま
す
。
当
日
は
ど
な
た

で
も
見
学
で
き
ま
す
。

■時 
4
月
　
日
臥
・
午
前
　
時
～
午
後

20

10

1
時
。

■場 
文
化
ホ
ー
ル
（
大
森
）。

■問 
千
葉
銀
行
法
人
営
業
部
公
益
信
託

担
当
（
緯
0
4
3
―
3
0
1
―
8
0

3
7
）、
市
民
活
動
推
進
課
市
民
活

動
支
援
班
（
緯
内
線
3
4
5
）。

印
西
ふ
る
さ
と
案
内
人
協
会

「
中
根
八
幡
神
社
の
獅
子
舞

ウ
ォ
ー
ク
」

　
市
指
定
無
形
民
俗
文
化
財
の
「
八

幡
神
社
の
獅
子
舞
」
は
「
オ
コ
ト
」

と
呼
ば
れ
、
春
の
農
作
業
が
始
ま
る

時
期
に
奉
納
さ
れ
る
も
の
で
す
。
獅

子
舞
の
見
学
に
加
え
、「
龍
腹
寺
」
に

進
し
て
い
き
ま
す
。

　
こ
の
計
画
を
推
進
す
る
に
は
、
市

が
施
策
を
推
進
し
て
い
く
と
と
も
に
、

市
民
・
事
業
者
の
み
な
さ
ん
が
と
も

に
環
境
の
保
全
に
関
し
て
と
る
べ
き

行
動
を
理
解
し
、
実
践
し
て
い
く
こ

と
が
重
要
で
す
。

　
計
画
に
基
づ
く
市
民
の
取
り
組
み

の
推
進
、
よ
り
実
践
的
な
取
り
組
み

な
ど
の
検
討
を
行
う
組
織
と
し
て

「
印
西
市
環
境
推
進
市
民
会
議
」
を

設
置
し
、
計
画
の
推
進
を
図
る
た
め
、

新
た
に
委
員
の
募
集
を
し
ま
す
。

■対 
市
内
在
住
で
、
計
画
の
推
進
に
あ

た
り
意
見
を
述
べ
る
こ
と
の
で
き
る

人
。
ま
た
、
全
体
の
引
率
者
と
し
て

活
躍
し
て
い
た
だ
け
る
人
。
た
だ
し
、

本
市
の
ほ
か
の
審
議
会
な
ど
の
委
員

と
重
複
し
て
い
な
い
人
に
限
り
ま
す
。

■定 
　
人
。

15
胸
会
議
の
開
催
…
年
間
　
回
程
度

10

（
平
日
の
午
前
中
を
予
定
）。

■申 
4
月
5
日
画
（
郵
送
の
場
合
は
当

日
消
印
有
効
）
ま
で
に
、
応
募
申
込

書
に
必
要
事
項
を
記
入
し
、
左
記
ま

で
メ
ー
ル
、
郵
送
、
ま
た
は
持
参
。

※
募
集
要
項
、
応
募
申
込
書
を
、
左

記
ま
た
は
各
支
所
・
出
張
所
・
公
民

館
・
図
書
館
、
中
央
駅
前
地
域
交
流

セ
ン
タ
ー
で
配
布
。
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

か
ら
も
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

■問 
環
境
保
全
課
環
境
保
全
班
（
〒
2

7
0
―
1
3
9
6
印
西
市
大
森
2
3

6
4
―
2
・
緯
内
線
3
6
4
・
■メール k

an
k
y
o
u
k
a@
city
.in
zai.lg

.
jp

）。
印
西
市
公
民
館
運
営
審
議
会
委
員

　
教
育
委
員
会
で
は
、
市
立
公
民
館

■申 
3
月
　
日
牙
（
当
日
消
印
有
効
）。

28

ま
で
に
、
作
文
（
4
0
0
字
詰
め
原

稿
用
紙
3
枚
以
内
）
を
経
歴
書
と
と

も
に
左
記
ま
で
郵
送
ま
た
は
持
参
。

※
募
集
要
領
お
よ
び
経
歴
書
は
、
子

育
て
支
援
課
、
各
支
所
市
民
福
祉

課
・
公
民
館
、
中
央
駅
前
地
域
交
流

館
に
用
意
。
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か

ら
も
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

▼
作
文
テ
ー
マ
…
「
子
育
て
支
援
に

必
要
な
こ
と
」
も
し
く
は
「
地
域
に

お
け
る
子
育
て
支
援
」
の
ど
ち
ら
か

の
テ
ー
マ
を
選
択
し
て
く
だ
さ
い
。

　
詳
し
く
は
左
記
ま
で
。

■問 
子
育
て
支
援
課
子
育
て
支
援
班

（
〒
2
7
0
―
1
3
9
6
印
西
市
大

森
2
3
6
4
―
2
・
緯
内
線
2
4

3
・
2
4
4
）。

印
西
市
環
境
推
進
市
民
会
議
委
員

　
市
で
は
、
平
成
　
年
度
か
ら
新
た

25

な
「
印
西
市
環
境
基
本
計
画
」
を
推

平成２５年（２０１３）３月１５日号（２）

も
立
ち
寄
り
ま
す
。

　
春
た
け
な
わ
の
本
埜
地
区
を
一
緒

に
歩
き
ま
し
ょ
う
。

■時 
4
月
　
日
蚊
・
午
前
　
時
　
分
～

21

11

30

午
後
4
時
（
雨
天
決
行
）。

胸
集
合
場
所
…
北
総
線
印
西
牧
の
原

改
札
付
近
。

■内 
印
西
牧
の
原
駅
→
龍
腹
寺
→
東
漸

寺
→
鳥
見
神
社
→
牧
の
原
公
園
→
印

西
牧
の
原
駅
。

■定 
　
人
。

50
■費 
一
人
3
0
0
円
（
中
学
生
以
上
）。

■他 
敷
物
、
飲
み
物
持
参
、
歩
き
や
す

い
服
装
と
靴
で
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

■申 
4
月
　
日
蚊
ま
で
に
、
住
所
・
氏

14

名
・
電
話
番
号
を
記
入
し
、
F
A
X

で
左
記
へ
。

　
詳
し
く
は
左
記
へ
。

■問 
宿
城
（
緯
／
胃
碓42 
4
4
4
2
※
午

後
7
時
～
9
時
の
2
時
間
に
限
る
）。

レ
ッ
シ
ュ
を
図
り
ま
す
。

■時 
4
月
　
日
～
6
月
　
日
の
毎
週
木

18

20

曜
日
（
全
　
回
）・
午
前
　
時
～
　
時
。

10

10

11

■定 
　
人
。

30
【
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
ヨ
ガ
】

　
未
経
験
者
お
よ
び
少
し
経
験
の
あ

る
人
を
対
象
に
、
呼
吸
、
ポ
ー
ズ
、

瞑
想
な
ど
を
分
か
り
や
す
い
内
容
で

行
い
、
身
体
を
リ
ラ
ッ
ク
ス
さ
せ
、

心
身
の
バ
ラ
ン
ス
を
整
え
ま
す
。

■時 
4
月
　
日
～
6
月
　
日
の
毎
週
金

19

28

曜
日
（
5
月
3
日
華
を
除
く
・
全
　10

回
）・
午
前
　
時
～
　
時
。

10

11

■定 
　
人
。

40
【
両
教
室
共
通
事
項
】

■場 
松
山
下
公
園
総
合
体
育
館
（
浦

部
）。

■費 
　
回
コ
ー
ス
分
4
街
0
0
0
円
。

10
■申 
3
月
　
日
臥
か
ら
総
合
体
育
館
窓

16

口
（
受
付
時
間
午
前
9
時
～
午
後
5

時
）
で
、
参
加
費
を
添
え
て
申
し
込

み
く
だ
さ
い
（
電
話
申
込
み
不
可
）。

　
募
集
は
先
着
順
で
、
市
内
在
住
の

人
が
優
先
で
す
。

　
詳
し
く
は
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を

ご
覧
く
だ
さ
い
。

■問 
ス
ポ
ー
ツ
振
興
課
振
興
班
（
緯
碓42 

8
4
1
7
）。

印
西
市
次
世
代
育
成
支
援
対
策

地
域
協
議
会
委
員

　
市
で
は
、
次
世
代
育
成
支
援
行
動

計
画
を
策
定
し
、「
子
ど
も
と
親
の

成
長
を
み
ん
な
で
見
守
り
応
援
す
る

ま
ち
」
を
目
指
し
て
子
ど
も
と
子
育

て
家
庭
へ
の
支
援
を
推
進
し
て
い
ま

す
。
そ
し
て
、
行
動
計
画
に
市
民
の

ニ
ー
ズ
を
反
映
さ
せ
る
た
め
、
次
世

代
育
成
支
援
対
策
地
域
協
議
会
を
設

置
し
進
行
管
理
を
行
っ
て
き
ま
し
た
。

　
こ
の
た
び
、
協
議
会
委
員
の
任
期

満
了
に
伴
い
、
新
た
な
委
員
を
募
集

し
ま
す
。

■対 
市
内
在
住
の
　
歳
以
上
で
、
平
日

20

に
行
う
会
議
（
年
2
回
程
度
開
催
）

に
出
席
で
き
る
人
。

■定 
1
人
。 募

集

講
座
・
催
し

リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
教
室

　
楽
し
み
な
が
ら
、
健
康
づ
く
り
と

心
身
の
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
を
し
ま
せ
ん

か
。

【
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
体
操
】

　
こ
れ
か
ら
健
康
づ
く
り
を
始
め
た

い
人
や
、
軽
め
の
運
動
で
身
体
を
動

か
し
た
い
人
を
対
象
に
、
リ
ズ
ム
体

操
を
中
心
と
し
た
、
自
分
の
体
重
を

利
用
す
る
筋
力
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
や
ス

ト
レ
ッ
チ
を
行
い
、
心
身
の
リ
フ

ス
ポ
ー
ツ

　 印 
いん

 西 
ざい

 市 
し

 国 
こく

 際 
さい

 交 
こう

 流 
りゅう

 協 
きょう

 会 
かい

 主 
しゅ

 催 「
さい

 外国人 のための
がいこくじん

 無料 
むりょう

 相談 」
そうだん

の 開催 
かいさい

 日時 が、
に ち じ

4 月 から
がつ

 下記 のとおりとなります。
か き

 日時 …
に ち じ

 毎月 
まいつき

 第 3
だい

 日 
にち

 曜日 ・10：00～12：00。
よ う び

 会場 …
かいじょう

 中央 
ちゅうおう

 駅前 
えきまえ

 地域 
ち い き

 交流 
こうりゅう

 館 （
かん

 中央 
ちゅうおう

 南 ）。
みなみ

 費用 …
ひ よ う

 無料 。
むりょう

 申 し
もう

 込 み…
こ

 予約 
よ や く

 制 のため、
せい

 前々 
ぜんぜん

 日 の
じつ

 金 
きん

 曜日 までに、
よ う び

 企画 
き か く

 政策 
せいさく

 課 
か

 企画 
き か く

 政策 
せいさく

 班 （TEL 0476―42―5111・
はん

 内線 473）ま
ないせん

で 電話 してください。
で ん わ

の
運
営
に
関
し
て
、
館
長
の
諮
問
に

応
じ
、
公
民
館
に
お
け
る
各
種
事
業

の
企
画
実
施
に
つ
き
、
調
査
・
審
議

す
る
委
員
を
募
集
し
ま
す
。

胸
任
期
…
委
嘱
の
日
か
ら
2
年
。

■対 
市
内
在
住
の
　
歳
以
上
の
人
で
、

20

公
民
館
運
営
に
つ
い
て
学
識
経
験
を

有
す
る
人
。
■定 
2
人
。

胸
報
酬
…
会
議
1
回
に
つ
き
7
街
5

0
0
円
。

胸
会
議
の
開
催
…
必
要
に
応
じ
て
随

時
開
催
（
年
2
回
程
度
）。

■申 
3
月
　
日
峨
（
当
日
消
印
有
効
）

26

ま
で
に
、
必
要
事
項
を
記
入
し
た
応

募
用
紙
（
各
公
民
館
、
中
央
駅
前
地

域
交
流
館
に
用
意
）
と
小
論
文
を
左

記
ま
で
郵
送
ま
た
は
持
参
。

※
小
論
文
は
「
公
民
館
の
事
業
運
営

に
つ
い
て
」
を
テ
ー
マ
に
1
街
2
0

0
文
字
以
内
。

■問 
中
央
公
民
館
（
〒
2
7
0
―
1
3

2
7
印
西
市
大
森
3
9
3
4
―
1
・

緯
碓42 
2
9
1
1
）。

公
益
信
託
印
西
市
ま
ち
づ
く
り

フ
ァ
ン
ド
「
成
果
報
告
会
」

　
平
成
　
年
度
に
ま
ち
づ
く
り
フ
ァ

24

ン
ド
の
助
成
金
を
受
け
た
団
体
に
よ

る
、
事
業
の
成
果
報
告
会
を
開
催
。

報
告
会
で
は
、
印
西
市
を
住
み
よ
い

By International Friendship Association
The Date of Free Consultation for Foreign 
Residents will Change from April 2013
Date&Time:The third Sunday of every month, 10:00am to 
12:00noon.
Place:Chuoekimae Chiiki Koryu-kan.　　Fee:Free.
Application:Call Planning and Policy Division,Kikaku Seisaku-ka 
no later than two days before the day of consultation for an 
appointment.
TEL 0476-42-5111,Ex.473

６／２２
（土）

森
友
嵐
士（
Ｔ
―
Ｂ
Ｏ
Ｌ
Ａ
Ｎ
）

A
coustic

Live
2013

供
男
た
ち
の
宴
僑

■問 
文
化
ホ
ー
ル
（
緯
碓42 
8
8
1
1
）。

害
者
手
帳
な
ど
に
よ
る
確
認
を
行
い

ま
す
。

※
1
席
に
つ
き
3
歳
未
満
の
お
子
さ

ま
1
人
ま
で
ひ
ざ
上
無
料
。
た
だ
し

座
席
が
必
要
な
場
合
は
チ
ケ
ッ
ト
を

ご
購
入
く
だ
さ
い
。
3
歳
以
上
の
お

子
さ
ま
は
チ
ケ
ッ
ト
が
必
要
に
な
り

ま
す
。

※
チ
ケ
ッ
ト
は
、
4
月
　
日
臥
・
午

20

前
9
時
か
ら
文
化
ホ
ー
ル
窓
口
で
販

売
開
始
（
残
券
が
あ
る
場
合
は
4
月

　
日
峨
か
ら
電
話
受
け
付
け
開
始
）。

23　
ま
た
、
午
前
　
時
か
ら
チ
ケ
ッ
ト

10

ぴ
あ
、
ロ
ー
ソ
ン
チ
ケ
ッ
ト
、
イ
ー

プ
ラ
ス
で
電
話
・
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

予
約
開
始
。
詳
し
く
は
、
文
化
ホ
ー

ル
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　
T
―
B
O
L
A
N
の
ボ
ー
カ
ル
森

友
嵐
士
の
ラ
イ
ブ
ツ
ア
ー
が
文
化

ホ
ー
ル
で
開
催
決
定
。
演
奏
予
定
曲

は
大
ヒ
ッ
ト
曲
の
「
離
し
た
く
は
な

い
」「
マ
リ
ア
」
な
ど
。

■時 
6
月
　
日
臥
・
午
後
5
時
　
分
開

22

30

演
（
開
場
は
5
時
）。

■費 
5
街
0
0
0
円
（
全
席
指
定
・
発

売
初
日
の
み
1
人
6
枚
ま
で
）。

※
障
害
者
割
引
は
料
金
よ
り
5
0
0

円
引
き
。
チ
ケ
ッ
ト
購
入
の
際
、
障

「 外 
がい

 国 
こく

 人 のための
じん

 無 
む

 料 
りょう

 相 
そう

 談 」の
だん

 開 
かい

 催 
さい

 日  時 が
にち じ

 変 
へん

 更 
こう

　
平
成
　
年
度
の
定
期
使
用
申
請
を
受
け
付
け
て
い
ま
す
。
詳

２５

し
く
は
『
広
報
い
ん
ざ
い
』
２
月
　
日
号
も
し
く
は
3
月
1
日

１５

号
を
ご
覧
に
な
る
か
、
左
記
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

■問 
花
日
本
駐
車
場
工
学
研
究
会
（
指
定
管
理
者
・
緯
0
3
―
3
5

9
1
―
7
1
6
5
）。

印
西
市
自
転
車
駐
車
場
の

定
期
使
用
申
請
受
け
付
け
中

平成25年度
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■時 
日
時
　
■場 
会
場
　
■内 
内
容
　
■対 
対
象
　
■定 
定
員
　
■費 
参
加
費
　
■申 
申
し
込
み
　
■問 
問
い
合
わ
せ
　
■ＨＰ 
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
　
■メール 
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
　
■他 
そ
の
ほ
か
　
■携 
携
帯
電
話

凡
例

（３）平成２５年（２０１３）３月１５日号

ミ
ニ
・
ガ
イ
ド

続
を
お
願
い
し
ま
す
。

■問 
社
会
福
祉
課
厚
生
班
（
緯
内
線
2

5
5
）。

納
税
通
知
書
な
ど
）
を
持
参
。

【
閲
覧
】
自
己
所
有
の
固
定
資
産
の

課
税
内
容
を
確
認
す
る
た
め
、「
固

定
資
産
課
税
台
帳
」
が
閲
覧
可
能
。

■時 
4
月
1
日
俄
～
平
成
　
年
3
月
　

26

31

日
俄
・
午
前
8
時
　
分
～
午
後
5
時

30

　
分
（
土
・
日
曜
日
、
祝
日
を
除
く
）。

15■場 
市
資
産
税
課
、
印
旛
支
所
・
本
埜

支
所
。

■対 
納
税
義
務
者
、
委
任
を
受
け
た
代

理
人
（
委
任
状
が
必
要
）、
借
地
・

借
家
人
。
■費 
2
0
0
円
。

■他 
本
人
確
認
で
き
る
も
の
、
権
利
関

係
な
ど
を
証
明
す
る
書
類
な
ど
を
持

参
。

※
縦
覧
期
間
の
4
月
1
日
～
　
日
は

30

無
料
（
借
地
・
借
家
人
は
除
く
）。

■問 
資
産
税
課
土
地
班
（
緯
内
線
3
3

7
）、
資
産
税
課
家
屋
班
（
緯
内
線
3

3
3
）。

胸
変
更
す
る
地
区
計
画
…
千
葉

ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
中
央
駅
圏
戸
神
台
・

武
西
学
園
台
地
区
地
区
計
画
、
印
西

牧
の
原
駅
圏
西
の
原
地
区
地
区
計
画
、

印
西
牧
の
原
南
地
区
地
区
計
画
、
印

西
牧
の
原
西
地
区
地
区
計
画
、
印
西

牧
の
原
　
住
区
業
務
施
設
地
区
地
区

21

計
画
、
印
西
牧
の
原
駅
圏
滝
野
地
区

地
区
計
画
。

■場 
市
都
市
建
設
部
都
市
計
画
課
（
①

～
④
、
⑥
～
⑧
、
⑩
）、
同
下
水
道
課

（
⑤
）、
同
都
市
整
備
課
（
⑨
）、
千

葉
県
県
土
整
備
部
都
市
整
備
局
都
市

計
画
課
（
①
～
④
）、
同
下
水
道
課

（
⑤
）。

■問 
市
都
市
計
画
課
（
緯
内
線
7
6

2
）、
同
下
水
道
課
（
緯
内
線
7
8

2
）、
同
都
市
整
備
課
（
緯
内
線
7
4

7
）、
千
葉
県
県
土
整
備
部
都
市
整

備
局
都
市
計
画
課
（
緯
0
4
3
―
2

2
3
―
3
3
7
6
）、
同
下
水
道
課

（
緯
0
4
3
―
2
2
3
―
3
3
5

5
）。

■費 
無
料
。

■申 
事
前
に
左
記
へ
。　

■問 
ボ
ー
イ
ス
カ
ウ
ト
印
西
白
井
第
2

団
・
鵜
澤
（
緯
碓47 
0
3
9
6
・
■メール b

s
in
za
ish
iro
i2
@
g
m
a
il.c
o

m

）。
怯
講
演
会
「
羊
水
か
ら
お
花
の

香
り
が
…
」

　
羊
水
か
ら
シ
ャ
ン
プ
ー
の
臭
い
が
。

赤
ち
ゃ
ん
は
大
丈
夫
？

噛
講
師
…
池
川
明
氏
（
横
浜
・
産
婦

人
科
池
川
ク
リ
ニ
ッ
ク
院
長
） 
。

■時 
3
月
　
日
蚊
・
午
後
1
時
　
分
～

31

30

3
時
　
分
（
午
後
1
時
開
場
）。

30

■場 
中
央
駅
前
地
域
交
流
館
2
号
館
。

■定 
　
人
。
■費 
2
0
0
円
（
資
料
代
）。

50
■他 
リ
サ
イ
ク
ル
せ
っ
け
ん
を
プ
レ
ゼ

ン
ト
。
託
児
あ
り
。
終
了
後
、
講
師

を
囲
ん
で
懇
親
会
あ
り
。

■申 
3
月
　
日
臥
ま
で
に
左
記
へ
（
先

30

着
順
）。

■問 
印
西
 水
と
暮
ら
し
を
守
る
会
・
竹

内
（
■携 
0
9
0
―
3
9
0
7
―
8
3

5
5
・
■メール in

zaim
izu
k
u
ra@
y
a

h
o
o
.co
.jp

）。

怯
太
極
拳
無
料
講
習
会

　
心
身
の
健
康
に
良
い
太
極
拳
を
体

験
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

■時 
4
月
7
日
蚊
、
9
日
峨
・
午
前
　10

時
～
正
午
。

■場 
中
央
公
民
館
（
大
森
）。

■他 
体
験
で
き
る
服
装
、
運
動
靴
で
。

■問 
加
藤
（
緯
碓97 
3
7
1
4
）。

怯
キ
ャ
ン
パ
ス
の
会

油
絵
講
習
会

　
油
絵
専
門
の
先
生
が
面
白
く
楽
し

く
指
導
し
ま
す
。
初
心
者
、
経
験
者

の
参
加
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

■時 
4
月
　
日
画
、　
日
画
・
午
前
　

12

19

10

時
～
正
午
。

■場 
ふ
れ
あ
い
文
化
館
（
原
）。

■費 
無
料
。
た
だ
し
絵
筆
・
絵
の
具
な

ど
を
持
っ
て
い
な
い
人
は
実
費
1
街

0
0
0
円
。

■申 
4
月
5
日
画
ま
で
に
左
記
へ
。

■問 
吉
水
（
緯
碓47 
3
3
4
2
）。

怯
内
野
シ
ャ
ー
ク
ス
部
員
募
集

　
元
気
な
小
学
生
、
グ
ラ
ウ
ン
ド
で

ま
っ
て
い
る
よ
外

■時 
毎
週
土
・
日
曜
日
、
祝
日
・
午
前

9
時
～
午
後
5
時
。

■場 
原
山
小
、
高
花
小
校
庭
。

■対 
小
学
生
の
男
女
児
童
。

■費 
月
額
2
街
5
0
0
円
（
会
費
）。

※
毎
月
第
一
土
曜
日
・
午
前
に
体
験

会
を
実
施
。詳
し
く
は
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ（h
ttp
://w

w
w
.g
eocities.

jp/u
ch
in
o_sh

ark
s/

）を
参
照
。

■問 
内
野
シ
ャ
ー
ク
ス
（
■メール u

ch
in
o

.sh
ark
s@
g
m
ail.co

m

）、
沼

野
（
■携 
0
9
0
―
2
5
6
7
―
5
7

1
2
）。

怯
大
正
琴
教
室

　
初
心
者
歓
迎
。
個
人
指
導
も
あ
り
。

一
度
体
験
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

■時 
3
月
　
日
我
・
午
後
1
時
～
3
時
。

27

■場 
小
林
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
プ
ラ
ザ
。

■問 
吉
村
（
緯
碓45 
5
6
5
9
・
■携 
0
9

0
―
2
5
3
4
―
1
5
7
0
）。

怯
印
西
ロ
ッ
ク
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ

ル
2
0
1
3

　
印
西
B
A
N
D
S
T
O
C
K
主
催

の
ロ
ッ
ク
イ
ベ
ン
ト
。
ロ
ッ
ク
が
し

た
く
て
た
ま
ら
な
い
6
バ
ン
ド
が
、

生
演
奏
で
盛
り
上
げ
ま
す
。

■時 
3
月
　
日
臥
・
午
後
1
時
～
5
時

30

（
開
場
は
0
時
　
分
）。

30

■場 
中
央
駅
前
地
域
交
流
館
1
号
館
。

■費 
無
料
。

■問 
 鳥
集
 （
■携 
0
9
0
―
6
5
5
8
―

と
り
ど
ま
り

7
6
8
2
・
■ＨＰ h

ttp
://in

zaib
a

n
d
sto
ck
.jim
d
o
.co
m
/

）。

怯
親
子
ア
ウ
ト
ド
ア
体
験

　
モ
ン
キ
ー
ブ
リ
ッ
ジ
や
炊
具
を
使

わ
な
い
昼
食
作
り
を
親
子
で
体
験
。

■時 
3
月
　
日
蚊
・
午
前
　
時
　
分
～

31

10

30

午
後
2
時
。

■場 
原
小
校
庭
。

■対 
年
中
～
小
学
6
年
の
子
と
そ
の
親
。

サ
ポ
ス
テ
っ
て
知
っ
て
ま
す
か

～
働
き
た
い
け
ど
働
け
な
い

若
者
、
家
族
、
関
係
者
へ
～

　
働
く
こ
と
に
つ
い
て
悩
み
を
抱
え

て
い
る
若
者
と
そ
の
家
族
を
支
援
す

る
た
め
「
ち
ば
北
総
地
域
若
者
サ

ポ
ー
ト
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
（
愛
称
『
北

総
サ
ポ
ス
テ
』）」
を
開
設
し
、
も
う

す
ぐ
一
年
。
も
っ
と
多
く
の
み
な
さ

ん
に
『
北
総
サ
ポ
ス
テ
』
を
知
っ
て

い
た
だ
く
た
め
、
サ
ポ
ス
テ
フ
ェ
ア

を
開
催
し
ま
す
。

■時 
3
月
　
日
臥
・
午
後
1
時
～
4
時

30

　
分
（
午
後
0
時
　
分
受
け
付
け
）。

40

30

■場 
成
田
市
勤
労
会
館
3
階
大
会
議
室
。

※
駐
車
ス
ペ
ー
ス
に
限
り
が
あ
り
ま

す
、
公
共
交
通
機
関
で
の
来
場
を
。

■内 
サ
ポ
ス
テ
・
協
同
労
働
の
紹
介
、

参
加
者
の
経
験
談
な
ど
。
■費 
無
料
。

■申 
電
話
で
左
記
へ
。

■問 
ち
ば
北
総
地
域
若
者
サ
ポ
ー
ト
ス

テ
ー
シ
ョ
ン
（
緯
碓37 
6
8
4
4
）。

育
成
医
療
の
申
請
窓
口
の
変
更

　
現
在
、
千
葉
県
印
旛
健
康
福
祉
セ

ン
タ
ー
（
印
旛
保
健
所
）
が
窓
口
の

「
育
成
医
療
」
は
、
4
月
1
日
俄
か
ら

申
請
窓
口
が
印
西
市
社
会
福
祉
課
に

変
更
と
な
り
ま
す
。

【
育
成
医
療
の
制
度
と
は
】

　
身
体
に
障
が
い
の
あ
る
児
童
ま
た

は
そ
の
ま
ま
放
置
す
る
と
将
来
障
が

い
を
残
す
と
認
め
ら
れ
る
疾
患
が
あ

る
児
童
が
、
そ
の
障
が
い
を
除
去
・

軽
減
す
る
効
果
が
期
待
で
き
る
手
術

な
ど
の
治
療
を
行
う
場
合
の
医
療
費

を
一
部
公
費
負
担
す
る
制
度
で
す
。

■問 
社
会
福
祉
課
障
害
福
祉
班
（
緯
内

線
2
6
8
）。

東
日
本
大
震
災
の
災
害
義
援
金

　
東
日
本
大
震
災
の
被
害
に
よ
り
、

居
住
し
て
い
た
住
宅
の
被
害
が
全
壊

（
解
体
し
た
場
合
も
含
む
）、
半
壊
の

人
の
義
援
金
の
支
給
申
請
期
限
が
4

月
　
日
峨
ま
で
と
な
り
ま
し
た
。

30
　
該
当
す
る
人
で
申
請
が
済
ん
で
な

い
人
は
、
早
め
に
左
記
ま
で
申
請
手

働
く

都
市

下
水
道
事
業
計
画
の
変
更
　
の
(案)

縦
覧

　
現
在
、
市
で
は
、
千
葉
ニ
ュ
ー
タ

ウ
ン
事
業
の
見
直
し
に
関
連
し
、
印

西
市
印
旛
沼
流
域
関
連
公
共
下
水
道

事
業
計
画
の
変
更
手
続
き
を
行
っ
て

い
ま
す
。
こ
れ
に
伴
い
事
業
計
画
の

変
更
　
の
縦
覧
を
行
い
ま
す
。

(案)

■時 
3
月
　
日
俄
～
4
月
5
日
画
・
午

18

前
9
時
～
午
後
5
時
（
土
・
日
曜
日
、

祝
日
は
除
く
）。

■場 
下
水
道
課
。

■問 
下
水
道
課
工
務
管
理
班
（
緯
内
線

7
8
2
）。

都
市
計
画
の
決
定
の
お
知
ら
せ

　
千
葉
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
事
業
の
見
直

し
な
ど
に
伴
う
都
市
計
画
が
、
2
月

　
日
に
決
定
（
変
更
）
さ
れ
ま
し
た
。

19　
決
定
（
変
更
）
さ
れ
た
都
市
計
画

の
種
類
と
縦
覧
場
所
は
次
の
と
お
り

で
す
。

胸
都
市
計
画
の
種
類
…
【
千
葉
県

決
定
分
】①
都
市
計
画
区
域
の
整
備
、

開
発
お
よ
び
保
全
の
方
針
②
区
域
区

分
③
道
路
④
新
住
宅
市
街
地
開
発
事

業
⑤
下
水
道
【
市
決
定
分
】
⑥
用

途
地
域
⑦
高
度
地
区
⑧
道
路
⑨
公
園

⑩
地
区
計
画
。

胸
新
規
決
定
す
る
地
区
計
画
…
原
山

二
丁
目
地
区
地
区
計
画
、
高
花
一
丁

目
地
区
地
区
計
画
。

準
備
は
お
済
で
す
か

消
費
税
の
申
告
と
納
税

　
平
成
　
年
分
の
課
税
売
り
上
げ
が

22

1
街
0
0
0
万
円
を
超
え
る
人
は
、

平
成
　
年
分
の
消
費
税
の
確
定
申
告

24

が
必
要
で
す
。

　
平
成
　
年
分
の
課
税
売
上
高
が

24

1
街
0
0
0
万
円
以
下
で
あ
っ
て
も
、

平
成
　
年
分
の
課
税
売
上
高
が
1
街

22

0
0
0
万
円
を
超
え
て
い
る
場
合
に

は
、
消
費
税
の
申
告
の
必
要
が
あ
り

ま
す
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

　
ま
た
、
個
人
事
業
者
の
消
費
税
お

よ
び
地
方
消
費
税
の
確
定
申
告
書
の

提
出
と
納
付
期
限
は
、
4
月
1
日
俄

で
す
。

　
詳
し
く
は
、
国
税
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
（h

ttp
://w

w
w
.n
ta.g
o
.j

p

）を
ご
覧
い
た
だ
く
か
、
最
寄
り
の

税
務
署
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

■問 
成
田
税
務
署
（
緯
碓28 
5
1
5
1
）。

平
成
　
年
度
固
定
資
産
の

25

　
　
　
価
格
な
ど
の
縦
覧
と
閲
覧

【
縦
覧
】「
土
地
価
格
等
縦
覧
帳
簿
」

と
「
家
屋
価
格
等
縦
覧
帳
簿
」
を
縦

覧
し
、
納
税
者
の
土
地
や
家
屋
の
価

格
が
、
他
と
比
較
し
て
適
正
か
ど
う

か
判
断
す
る
も
の
で
す
。

■時 
4
月
1
日
俄
～
　
日
峨
・
午
前
8

30

時
　
分
～
午
後
5
時
　
分
（
土
・
日

30

15

曜
日
、
祝
日
を
除
く
）。

■場 
資
産
税
課
、
印
旛
支
所
・
本
埜
支

所
（
各
支
所
は
各
管
内
分
の
み
）。

■対 
平
成
　
年
度
固
定
資
産
（
土
地
・

25

家
屋
）
税
の
納
税
者
、
ま
た
は
委
任

を
受
け
た
代
理
人
（
委
任
状
が
必

要
）。
■費 
無
料
。

■他 
本
人
確
認
で
き
る
も
の
（
免
許
証
、

税
金

タ
ー
で
行
っ
て
い
た
各
種
届
出
な
ど

の
手
続
き
や
立
ち
入
り
検
査
な
ど
の

事
務
が
、
平
成
　
年
度
か
ら
水
道
施

25

設
が
所
在
す
る
「
市
」
が
行
う
こ
と

と
な
り
ま
し
た
。

　
つ
き
ま
し
て
は
、
4
月
1
日
俄
以

降
、
当
該
水
道
に
係
る
各
種
届
出
や

相
談
は
、
市
環
境
保
全
課
環
境
指
導

班
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　
な
お
、
年
度
内
の
変
更
な
ど
を
予

定
し
て
い
る
場
合
は
、
速
や
か
に
千

葉
県
印
旛
健
康
福
祉
セ
ン
タ
ー
健
康

生
活
支
援
課
へ
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

■問 
環
境
保
全
課
環
境
指
導
班
（
緯
内

線
3
6
2
）、
千
葉
県
印
旛
健
康
福

祉
セ
ン
タ
ー
健
康
生
活
支
援
課
（
緯

0
4
3
―
4
8
3
―
1
1
3
7
）。

　この度、本会の財政運営が厳
しいことから、業務の効率化、
経費削減を図るため、3月31日
蚊をもって本会印旛支所を閉所
させていただくこととなります。
　旧印旛村社会福祉協議会のこ
ろより、地域住民のみなさんの
福祉の拠点窓口として業務を
行って参りましたが、今後は社
会福祉協議会本所において業務
を行って参ります。
　印旛地区の住民のみなさんに
は、ご不便をおかけいたします
が、ご理解とご協力をお願い申
し上げます。
■問 社会福祉協議会（緯碓42 0294）。

社会福祉協議会
印旛支所の閉所

福
祉

専
用
水
道
・
簡
易
専
用
水
道
・

小
規
模
水
道
の
取
扱
窓
口
の
変
更

　「
地
域
の
自
主
性
及
び
自
立
性
を

高
め
る
た
め
の
改
革
の
推
進
を
図
る

た
め
の
関
係
法
律
の
整
備
に
関
す
る

法
律
（
第
2
次
一
括
法
）」
に
よ
り

水
道
法
お
よ
び
千
葉
県
小
規
模
水
道

条
例
の
一
部
が
改
正
さ
れ
、
こ
れ
ま

で
、
千
葉
県
印
旛
健
康
福
祉
セ
ン

環
境
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市
再
生
機
構
と
話
し
合
い
、

環
境
に
配
慮
し
た
工
法
に

変
更
し
て
も
ら
っ
た
ほ
か
、

川
の
再
生
事
業
を
実
施
し

て
い
る
そ
う
で
す
。

　
し
か
し
、
人
間
の
力
の
前
で

は
、
今
ま
で
暮
ら
し
て
き
た
動

植
物
は
思
う
よ
う
に
暮
ら
せ
ま

せ
ん
。
側
溝
に
落
ち
て
し
ま
っ

た
カ
エ
ル
を
一
日
8
0
0
匹
も

救
出
し
た
り
、
多
彩
な
活
動
を

僕
た
ち
が
知
ら
な
い
時
と
場
所

で
行
い
、
僕
た
ち
の
好
き
な
風

景
を
守
り
続
け
て
い
る
の
で
す
。

　
去
る
2
月
9
日
、
イ
オ
ン

ホ
ー
ル
（
イ
オ
ン
千
葉
ニ
ュ
ー

タ
ウ
ン
店
内
）
で
開
催
さ
れ
た
、

同
会
主
催
の
「
奇
跡
の
原
っ
ぱ
 

そ
う
ふ
け
っ
ぱ
ら
の
キ
ツ
ネ
を

守
ろ
う
！
」
に
も
参
加
し
ま
し

り
、
全
国
で
も
珍
し
い
動
植
物
の

聖
域
が
今
も
残
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
中
で
も
、
印
西
牧
の
原
周
辺
の

広
大
な
「
そ
う
ふ
け
の
原
っ
ぱ
」

に
は
、
今
で
も
キ
ツ
ネ
が
住
ん
で

い
る
そ
う
で
す
よ
。
キ
ツ
ネ
が
い

る
と
い
う
こ
と
は
、
生
態
系
が
豊

か
な
証
拠
。
し
か
し
現
在
、
そ
の

キ
ツ
ネ
た
ち
の
楽
園
が
開
発
に
よ

り
失
わ
れ
つ
つ
あ
り
ま
す
。

　
キ
ツ
ネ
（
ホ
ン
ド
ギ
ツ
ネ
）
は
、

千
葉
県
で
は
絶
滅
の
危
機
に
あ
り

ま
す
。
開
発
に
よ
り
、
キ
ツ
ネ
た

ち
は
住
処
を
失
い
、
僕
た
ち
が
知

ら
な
い
う
ち
に
、
ほ
か
の
動
物
た

ち
と
と
も
に
姿
を
消
し
て
い
き
ま

す
。
人
間
に
と
っ
て
は
決
し
て
悪

い
こ
と
で
は
な
い
で
す
が
、
豊
か

な
自
然
や
動
物
と
共
生
す
る
こ
と

は
で
き
な
い
の
で
し
ょ
う
か
。

　「
亀
成
川
を
愛
す
る
会
」
で
は
、

亀
成
川
の
治
水
工
事
の
際
に
、
都

 失
わ
れ
ゆ
く
自
然
の
灯
を
守
れ

 　
　
　「
亀
成
川
を
愛
す
る
会
」

広報レポーター： 山本   尉 （木下）
やまもと じょう

枝
々
に
咲
く
蝋
梅
の
黄
の
花
が
雪
の
溶
け
ゆ
く
庭
に
か
が
や
く

小
　
林
　
　
　
小
田
川
芳
子

移
り
ゆ
く
冬
の
日
追
ひ
て
鉢
植
ゑ
を
日
向
に
運
ぶ
声
を
か
け
つ
つ

大
　
森
　
　
　
我
孫
子
正
子

回
廊
に
松
明
疾
り
二
月
堂
の
闇
に
火
の
粉
の
爆
ぜ
て
耀
ふ

小
倉
台
　
　
　
並
河
千
恵
子

休
日
の
庭
に
降
る
雪
眺
め
を
り
稀
な
る
雪
の
今
日
の
静
け
さ

小
林
大
門
下
　
品
村
　
葉
子

梅
林
を
友
と
歩
き
し
そ
の
夕
べ
脱
ぎ
し
コ
ー
ト
に
梅
の
香
ぞ
す
る

　
木
下
東
　
　
　
平
湯
　
凉
子

竜
の
玉
一
隅
に
抱
き
古
寺
静
か

滝
　
野
　
　
　
山
崎
　
勝
慶

花
八
手
父
は
生
涯
戦
中
派

小
倉
台
　
　
　
橋
本
　
祐
子

余
生
な
お
な
す
事
あ
ら
ん
春
立
ち
ぬ

大
　
森
　
　
　
中
澤
　
と
し

病
院
食
に
菜
の
花
一
つ
加
へ
ら
る

小
倉
台
　
　
　
川
上
　
謙
一

防
人
の
歌
碑
読
む
春
の
日
暮
れ
か
な

内
　
野
　
　
　
葛
西
　
節
子

　『
ね
ぇ
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
。
印
西

に
キ
ツ
ネ
な
ん
て
い
る
の
？
』

　『
あ
あ
今
で
も
い
る
さ
。
ほ
ら
、

近
く
の
千
葉
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
の

原
っ
ぱ
で
暮
ら
し
て
る
ん
だ
よ
』

　
市
民
団
体
「
亀
成
川
を
愛
す
る

会
」
を
ご
存
じ
で
す
か
。
同
会
は

平
成
　
年
6
月
に
設
立
。
市
内
・
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近
隣
の
環
境
保
全
団
体
に
よ
る

「
北
総
里
山
ク
ラ
ブ
」
の
構
成
団

体
で
も
あ
り
ま
す
。

　
唐
突
で
す
が
、
み
な
さ
ん
、
印

西
市
の
好
き
な
と
こ
ろ
は
何
で
す

か
。
僕
は
「
都
会
の
便
利
さ
も
あ

り
な
が
ら
、
す
ぐ
そ
こ
に
豊
か
な

深
い
自
然
で
囲
ま
れ
て
い
る
と
こ

ろ
」
が
気
に
入
っ
て
い
ま
す
。
現

に
印
西
市
は
昔
か
ら
偶
然
が
重
な

俳
句

田
口
　
三
石
選

〈短歌・俳句をお寄せください〉
　一人一首または一句で未発表のもの。毎月２０日締め切り（必
着）です。投稿は、住所・氏名（ふりがな）・電話番号を明記の
上、秘書広報課広報広聴班まで。

短
歌

加
藤
惠
美
子
選

※詳しくは市ホームページをご覧ください

毎月5日は「ノーレジ袋デー」です。お買い
物にはマイバッグを持参しましょう。

　
日
本
医
科
大
学
千
葉
北
総
病
院

（
鎌
苅
1
7
1
5
）
は
、
平
成
6
年

に
「
　
世
紀
の
医
療
学
園
都
市
を

21

目
指
し
、
国
際
性
に
も
対
応
し
つ

つ
、
地
域
の
中
核
病
院
を
目
指

す
」
と
い
う
基
本
構
想
を
も
と

に
開
院
し
ま
し
た
。　
・
5
ヘ

82

ク
タ
ー
ル
と
い
う
広
大
な
敷
地

に
は
水
と
緑
豊
か
な
丘
陵
が
広

が
っ
て
い
ま
す
。

　
最
新
医
療
技
術
を
持
つ
病
院

だ
け
で
な
く
、
将
来
的
に
は
高

齢
者
の
健
康
保
持
や
増
進
な
ど

を
包
括
し
た
健
康
・
福
祉
の
総

合
基
地
の
実
現
を
目
指
し
て
い

ま
す
。
現
在
、
許
可
病
床
数
は

6
0
0
床
、
診
療
科
目
は
　
を
20

超
え
て
お
り
、
ほ
ぼ
全
て
の
疾

病
治
療
に
対
応
で
き
る
体
制
が

整
っ
て
い
ま
す
。
患
者
数
は
一

日
約
1
街
2
0
0
人
。
適
性
患

者
数
は
9
0
0
人
と
さ
れ
て
い

ま
す
が
、
実
際
は
オ
ー
バ
ー
フ

ロ
ー
状
態
で
、
ド
ク
タ
ー
以
下

は
常
に
多
忙
を
極
め
て
い
ま
す
。

　
脳
神
経
外
科
に
は
脳
神
経
セ

ン
タ
ー
が
開
設
さ
れ
、
最
新
鋭

の
機
器
を
駆
使
し
て
、
最
高
レ

ベ
ル
の
診
察
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
床
の
脳
卒
中
治
療
室
（
S
C

12U
）
が
設
置
さ
れ
、
脳
卒
中

ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン
と
併
せ
て
積
極

的
な
活
動
を
展
開
し
て
い
ま
す
。

平
成
8
年
に
は
災
害
拠
点
病
院

（
基
幹
災
害
医
療
セ
ン
タ
ー
）

に
認
定
。
1
、
2
階
の
廊
下
は
、

災
害
緊
急
時
に
初
期
治
療
ス

ペ
ー
ス
と
し
て
利
用
で
き
、
有

事
を
想
定
し
、
3
3
0
も
の
簡

易
ベ
ッ
ト
が
用
意
さ
れ
て
い
ま

す
。
　
同
院
の
最
大
の
特
徴
「
ド
ク

タ
ー
ヘ
リ
」
は
、
平
成
　
年
に

13

導
入
さ
れ
ま
し
た
。
脳
疾
患
・

心
疾
患
な
ど
重
症
患
者
や
交
通

事
故
負
傷
者
に
対
す
る
現
場
治

療
や
搬
送
に
あ
た
り
、
出
動
回

数
は
年
間
9
0
0
回
に
迫
り
ま

す
。
消
防
か
ら
連
絡
を
受
け
て
、

た
。
印
象
的
だ
っ
た
言
葉
が
「
も

う
こ
れ
か
ら
は
、
街
を
デ
ザ
イ
ン

す
る
の
は
都
市
再
生
機
構
で
は
な

く
我
々
市
民
で
す
」
の
一
言
。

　
一
人
ひ
と
り
が
環
境
保
全
の
意

識
を
持
ち
、
声
を
上
げ
て
い
け
ば
、

生
態
系
が
豊
か
で
ど
こ
に
も
な
い

素
敵
な
街
に
な
っ
て
い
き
ま
す
。

少
し
不
便
で
も
、
全
国
で
は
類
を

見
な
い
田
園
都
市
の
共
生
環
境
を
、

僕
た
ち
の
手
で
つ
く
っ
て
い
き
ま

せ
ん
か
。
印
西
市
長
さ
ん
も
、
ぜ

ひ
ご
協
力
く
だ
さ
い
！

　
そ
し
て
願
わ
く
ば
、
冒
頭
の
会

話
が
、
こ
の
印
西
市
で
い
つ
ま
で

も
聞
く
こ
と
が
で
き
ま
す
よ
う
に
。

■問 
亀
成
川
を
愛
す
る
会（
■メール k

am
e
n
a
rilo
v
e
@
y
a
h
o
o
.c
o
.j

p

 ・
■ＨＰ h

ttp
://w

w
w
.k
am
e

n
ari-lo

v
e
.co
m
/

 ・
ブ
ロ
グh

ttp
://b
lo
g
.liv
e
d
o
o
r.jp
/

k
am
e
n
arig
aw
a/

）。

わ
ず
か
3
分
で
の
出
動
と
な
り
ま

す
。
ド
ク
タ
ー
ヘ
リ
は
機
体
が
コ

ン
パ
ク
ト
で
す
が
、
機
内
に
は
医

療
器
具
が
た
く
さ
ん
積
み
込
ま
れ
、

と
て
も
機
能
的
で
す
。
君
津
地
区

に
配
備
さ
れ
た
ヘ
リ
と
連
携
し
、

千
葉
県
全
域
、
茨
城
県
南
部
を
カ

バ
ー
し
て
い
ま
す
。

　
救
命
救
急
セ
ン
タ
ー
の
ド
ク

タ
ー
や
ナ
ー
ス
に
は
全
国
か
ら
応

募
が
あ
り
、
現
在
　
人
の
ド
ク

20

タ
ー
で
運
営
さ
れ
て
い
る
そ
う
で

す
。
東
日
本
大
震
災
の
際
は
発
生

直
後
に
現
地
に
駆
け
つ
け
、
医
療

活
動
に
あ
た
り
ま
し
た
。

　
同
院
の
目
標
は
「
日
本
一
信
頼

さ
れ
る
病
院
に
な
る
」
で
す
。
こ

の
機
能
的
な
病
院
が
今
後
も
高
度

な
医
療
を
提
供
す
る
た
め
に
、
さ

ら
に
機
能
分
化
を
図
る
こ
と
が
必

要
だ
と
感
じ
ま
し
た
。

■問 
日
本
医
科
大
学
千
葉
北
総
病
院

（
緯
碓99 
1
1
1
1
）。

広報レポーター：
 泉  
いずみ

 夏樹 （木下東）
な つ き

日本医科大学
千葉北総病院

▲自然豊かな環境に立つ日本医科大学
千葉北総病院 ▲亀成川に殖栽されたマコモ（左）と「魚・貝・昆虫などの

生き物救出作戦」の様子（全写真提供：亀成川を愛する会）

怯ゆずります情報（有料の物は希望価格）

怯さがしています情報

掲載情報は２月28日現在
■問 クリーン推進課クリーン推進班（緯内線38３）

臼全自動洗濯機（タテ型）渦食器洗い乾燥機（家庭用）嘘スキー服（女性用）唄パ
ンツプレス欝インクジェットプリンタ用インク7色（1千円）蔚ハイローベット
＆チェア（800円）鰻小林中学校学生服、長袖とＹシャツ（ズボン200円・Ｙシャ
ツ300円）姥巻き革（牛革・1千円）厩アルトサクソフォン（7万円）。

臼うす、きね渦ロックミシン嘘子ども用自転車、一輪車唄大森小学校体操服欝ピアノ
（アップライト）蔚印西中学校女子用制服と運動着鰻しおん幼稚園男児・女児用
ジャージ、男子・女児用体操服（大きめサイズ希望）姥天神幼稚園男児・女児制服、ブ
ラウスなど厩犬用乳母車浦ベビーカー瓜補聴器。

昨
年
7
月
に
草
深
の
原
っ

昨
年
7
月
に
草
深
の
原
っ
ぱぱ

で
撮
影
さ
れ
た
キ
ツ
ネ
の

で
撮
影
さ
れ
た
キ
ツ
ネ
の
姿姿

常時出動態勢にあるドクターヘリ（写真左）。共に緊急医
療の主力です

滑▲救急の患者が運ばれる
救命救急センター初療室と


